
















 注釈は本文の︹書き下 文︺ ・ ︹訳文︺ 、原注の︹書き下し文︺ ・ ︹訳




















































































































































































































































く。方に假物なることを知る〔訳文〕飛騨の職人にとても巧 人がいた。彼は画師の百済川成と仲がよかった。ふたりはそれぞれの技芸が匹敵するものであると思う一方、心の中では、自分 腕こそ上であると自負していた ある日、匠は川成を招いて言うことには、 ﹁近頃自分で四つの扉がつく三間の堂を作った。見に来てください。合わせて壁に描くこ もお願い い﹂と。川成はすぐそこに行って観ると、家に小さい堂があり、四面に扉が開いている。匠は川成を部屋の中に迎えいれた。川成は階段 上ぼり 南の扉より入ろうとしたが、そ 扉は忽ち閉じ 驚いて退き、今度は西の扉から入ろうとすると、その扉もまた閉まった。そし 南の扉が開いた。遂に北の扉 行っ 、東の扉 行っ 入ろうとした 、始めと同じようであり、終に入ることができなかった。川成はこれを不思議がりながら階段を降りた。主人は内 大笑いした。川成はこれを恥じて、仕返しをしようと考え わざわざ匠を招 て言う と
は、 ﹁最近一つのめずらしい物がある。見に来てください﹂と。匠はこれが川成の仕返しであると疑 、行かなかった。誘いが何回もあったので、川成の家に行った。主人は廊下の扉を開き、匠を家の中に招いた。すると、突然その中を見ると、死体が横たわ ていた。脹れ腐った臭気がひどくした。匠は怪しみ畏れて戻ろうとすると、主人は中で大笑いした。匠はそこでまた目を凝らしてみると、死体を障子に描てあった。これで初めて本物ではないことが分かった。︹原注︺　①






















































































































































































































?????? ??????????? 原公任らとともに一条朝の四納言と称される。 ﹃大鏡﹄ ﹃古事談﹄に賢者としての逸話がみえる。
能賢
 
源能賢。生没年不詳。源能俊の子 右兵衛佐、従四位に至った。のち出家。覚猷の父は源隆国であるが、能賢を父とするのは、筆者 誤認と考えられる。 、 〇〇四～一〇七七。平安中期の歌人、文学者 俊賢の二男 正二位権大納言に至り 宇治大納言と呼ばれた。のち病を得 出家。 ﹃後拾遺集﹄以下の勅撰集に六首ほど入集。 才にすぐれ、仏教に通じ、散逸した﹃宇治大納言物語﹄の撰者ともいわれる。
法輪院
  
園城寺の中にある。園城寺は、滋賀県大津市にある、天台寺
門宗の総本山。覚猷は覚円に師事 四天王寺別当となり、同寺復興に功をたてたあと、園城寺 法輪院を建立して籠居すること二十数年、密教事相の研究に努め、収集の図像は﹁法輪院本﹂として重きをなした。
粃糠
 
粃は秕と同じ。しいな、くずごめ。糠 米ぬか。
?態
 
おろかなようす。
供米
 
供出米。年貢米。
輕颺
 
ここでは、軽々と吹き上げること。
陶淵明の﹁帰去来兮辞﹂に
は、郷里に帰る舟が軽快に進むさま 用いられている。
騷擾
 
さわぎ乱れる。さわいで秩序を乱す
〔典拠〕
﹃古今著聞集﹄巻十一―画図第十六﹁鳥羽僧正絵を以て俵米の不法を
諷する事﹂ （第三九五話） 。
（趙
　
倩倩）
